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引取対象外の問い合わせの増加

・「二輪車」といっても自転車は対象外
・部品や関連用品（タイヤやヘルメット等）も対象外

引取対象は
バイク本体二輪車リサイクルシステムでの引取対象は

バイク本体です。

しかし最近、二輪車リサイクルコールセンターに
自転車やタイヤ、マフラーなど引取対象外の
お問い合わせが増えており、中には
「自治体のウェブサイトをみて電話した」と
おっしゃる方も多くいらっしゃいます。

自治体ウェブサイトでの表記が起因して
電話のたらいまわしが発生すると、
最終的には自治体様へのクレームに
発展する恐れもございます。

本資料で今一度ご確認いただけると幸いです。

自治体ご担当者様へのお願い
引 取 対 象



クレーム発展事例

バイクのタイヤを
処分したい

自転車を
処分したい

住民
二輪車
リサイクル
コール
センター

自治体
① ②

③

①自治体のウェブサイトを見る。
②勘違いして二輪車リサイクルコールセンターに電話する。
③対象外と断られ、結局自治体に電話を掛ける。

申し訳
ございませんが
対象外です

自治体に対する
クレームに発展!?



自治体ウェブサイトでの誤解を招く紹介事例

【事例1】 自転車とバイクを同じ欄で紹介 ⇒ 【改善案】 欄を分ける

バイクと自転車が同じ欄に書かれているので
自転車も、バイクのコールセンターに

電話すればよいと勘違い
バイクだけの欄にする

自転車を
日用品の欄に移動

改善案



自治体ウェブサイトでの誤解を招く紹介事例

「その他」のすべての問合せ先が
この番号だと勘違いさせてしまう

【事例2】 同じ枠内にバイクの電話番号だけ ⇒ 【改善案】 枠を切り離す

「仏壇を
処分したいん
だけど・・・」

枠を切り離す

改善案



自治体ウェブサイトでの誤解を招く紹介事例

二輪車リサイクルシステムでは
部品のみは対象外

電話番号が古い
旧）03-3598-8075
新）050-3000-0727

【事例3】 情報が間違っている ⇒ 【改善案】 正しい情報に修正

※「販売店や製造元」に部品の相談をしても構いませんが、
この紹介の仕方だと、二輪車リサイクルシステムでも
部品を引き取ってもらえると勘違いさせてしまいます。

改善案

バイク
オートバイ スクーター、スポーツタイプ

販売店や製造元に相談してください。

なお、二輪車リサイクルシステムというバイク
メーカー等の自主取り組みもございますので
引取対象かどうかご確認ください。
（自転車やバイク部品は対象外）

二輪車リサイクルコールセンター
Tel 050-3000-0727
https://www.jarc.or.jp/motorcycle

https://www.jarc.or.jp/motorcycle


自治体ウェブサイトでの誤解を招く紹介事例

自転車を
見つけられず
バイクの方に
電話してしまう

【事例4】 自転車よりバイクが目立つ ⇒ 【改善案】 順番を入れ替える

「電動アシスト」だけ対象外で
「普通の自転車」は対象と勘違い

改善案

自転車
（電動含む）
⇒粗大ごみ

自転車（電動含む）とする

バイクより
目立つよう
先に紹介



引き続き
ご理解・ご協力のほど
よろしくお願いします。
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